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要旨
　学科 Web サイトのシステム構成上の問題点を解消するために，管理者の更新効率と，閲覧者にとって必要な情
報に対する利便性を考慮した画面レイアウト変更の二本柱を主とした学科 Web サイトの単独リニューアルを行い，
閲覧者数の増加を試みた。この際，更新タイミングと外部閲覧者との関係を調査するため，CGI によるアクセス解
析プログラムを用いて，解析用ログを記録するための設定変更を行った。これより，閲覧者の機種は移動携帯端末
が約６割である。２月や４月など学科サイト閲覧が少し減少して高校生の大学選びが一休みする月も存在する。オー
プンキャンパス開催日の直近２～５日の間にピークが存在し，著しいピークが存在しない場合には来場する高校生
の人数が減少する傾向であることが示された。
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Abstract
　To resolve system configuration problems on the department website, the website was redesigned with two 
main goals: increase efficiency in site administration, and make the site more user friendly, thereby increasing 
the number of site visitors. Changes were made to the screen layout in order to make information more 
accessible to site visitors. In order to be able to examine the relationship between the timing of the update and 
the increase in the number of external visitors, a CGI access analysis program was used to change settings. 
This enabled us to create logs that could later be analyzed. Certain facts were revealed. We learned that 
approximately 60 percent of visitors used mobile devices to access the website. Some months, like February and 
April, saw a slight decrease in hits to the website when high school students were not actively investigating 
universities. Peak traffic periods existed during the two to five days prior to open house days on campus, and 
if there was no significant peak, it was because the number of high school students who visited the school 
decreased.
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学科 Web サイトリニューアルにおけるアクセス解析
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１．はじめに
　ネットワークや携帯端末が世界的に普及した現在では業種
を問わずWebサイトが営業ツールの主流となっており，オー
プンキャンパス等のアンケートにおいても，学科Webサイト
（http://www.seitoku.ac.jp/daigaku/jidou/jidou.htm： 以 下 学
科サイト）を参考に来校している高校生生徒も多く見受けられ
る。しかし，従前は学科サイトに関してあまり営業的要素は含
まれていないと考えられており更新に関してもあまり重要視さ
れていなかった。また，学科サイト自体も空白部分や固定情報
が多かったことと，新規追加がしづらいシステム構成で更新に
時間がかかり更新間隔が空いてしまうなどのデメリットがあっ
た。そこで，常に最新情報を提供するため，管理者の更新効率
と閲覧者にとって必要な情報に対する利便性を考慮した画面レ
イアウト変更の二本柱を主とした学科サイトのリニューアルを
行い，閲覧者数の増加を試みた。この際，更新タイミングと
外部閲覧者との関係を調査するため，CGI（Common Gateway 
Interface）によるアクセス解析プログラムを用いて，解析用
ログを記録するための設定変更を行った。
　当該分野の先行研究として，大学全体での取り組み事例は多
く報告されている１）２）が，学科単位での報告は事例がない。よっ
て本研究では，学科単独における学科サイト閲覧者の内訳や学
科サイトリニューアルにおける更新タイミングと外部閲覧者と
の関係性を見いだすことを目的として，本稿で報告するもので
ある。
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２．更新経緯
2.1　ハードウェア的要素
　Webサーバは，学内サーバ室に設置されており，事務局に
よって運営管理されている。今回の学科サイトリニューアルに
際し，機器の入れ替えは行っていない。以下にWebサーバの
主要諸元を示す。
　・本体：HP DL380G5QC X-L5420 2.50GHzx12x6MB L ２
　・HDD/メモリ：２GB/512MB
　・OS：Red Hat Enterprise Linux ES release ５
　ネットワークにおいては，外側DMZ （demilitarized zone：
非武装地帯）上に設置されており，外向き回線は商用プロバイ
ダ回線と学術情報ネットワーク（SINET）との接続によるマ
ルチホーミングを採用しているため，グローバルアドレスを２
つ付与している。ネットワークにおいてもサーバ本体と同様に
変更等は行っていない。
2.2　ソフトウェア的要素
　リニューアルは，１回目を2015年２月に，同年５月に２回目
をそれぞれ行った。詳細については後述する。
　図１にそれぞれリニューアル前後のサイトマップを示す。基
本的な構成はシンプルな構成としており，ブログ機能を搭載す
ることにより更新要素を持たせた。
2.2.1　第１回リニューアル（2015年２月）
　画面上部には各コースページへのリンクボタンを設けており，
各コースページとリンクボタンにはコース色を用いたことによ
り，サイト全体の色的な統一感を持たせている。
　画面中央には，スライドショーエリアを設けており，授業風
景や学外研修，イベントなどの写真が一定時間ごとに変化する
ため，閲覧者は約１分前後の時間で学科全体の様子や雰囲気を
感じ取ることができる。
　画面左部には，ブログ欄を設けておりスペースの都合でタイ
トルのみを掲載している。ブログ全体を読みたい閲覧者のため
に別ページを設けている。また，オープンキャンパスの告知な
ど閲覧者全員に見て欲しい情報には，メッセージエリアそのも
のをバナーとして情報提供ファイルにリンクさせることで，画
面クリック時のストレスを減少させている。
2.2.2　第２回リニューアル（2015年５月）
　１回目のサイト更新を行ってから，学内外より「トップペー
ジ上部のレンガ模様が（デザイン的に）不要な感じがする」「ス
ライドショーが重く時折写真全体が見えないことがある」など
の意見を受けて，再度のリニューアルを試みた。
　変更点は，トップページ上部のデザインと，スライドショー
に使用している各写真をリサイズしてファイル容量を小さくし
ていることの２点である。
３．解析結果と考察
3.1　アクセスログ取得と解析ツール
　Webサイトへのアクセス解析のツールとしては，Webサー
バに流れるトラフィックを監視し，その結果を解析サーバに送
信することで解析するパケットキャプチャリング型，HTML
に記述したJavaScriptのタグが動作しアクセスデータを解析
サーバに送信することで解析するWebビーコン型，Webサー
バのログを解析するサーバログ取得型がある。
　パケットキャプチャリング型は，専用の解析サーバを導入す
る必要があり初期導入費が高くなることから，中小企業や個
人では導入が難しいと思われる。Webビーコン型は，無償と
いうこともあり検索エンジンを提供しているGoogle社が提供
している「Google Analytics」を利用している大学サイトも報
告されている。サーバログ型は，アクセスログを取得する必要
があり，WebサーバはApacheを利用していることが多いため，
Apacheが取得しているログを用いる場合が多い。それ以外に
は，独自にアクセスデータを取得できるCGIを用いたフリーソ
フトウェアもある。
　本学では，学科サイトを設置しているサーバには他学科のサ
イトも存在しているため，Apacheのログで学科サイトを利用
する閲覧者を特定することはできない。また，サイトリニュー
アルを短時間で終了させるため，HTMLファイルにJavaScript
のタグを埋め込むWebビーコン型は避け，サーバログ取得型
の解析ソフトウェア３）を用いることとした。表１は，当該ソ
フトウェアで取得したアクセスログの一部である。
3.2　機種別解析
　図２は学科サイト閲覧者の機種別の解析結果を示す。アク
セスログは，2015年２月から2016年７月までの4336件を利用
した。一番多いのはiPhone/iPadの40.8％でWindowsが36.1％，
Androidが19.6％，Macintoshが2.9％，etc.の0.6%と な り，etc.
にはサーバOSからのアクセスやCrawlerなどのロボット検索の
アクセスを含んでおり，グラフ全体から携帯型移動端末からの
アクセスが約６割であることがわかる。
　また，Windowsの割合が36.1％であるということから，高校
生の携帯型移動端末の所持率が９割以上である４）ことから勘
案すると，必ずしも個人所有している携帯型移動端末でアクセ
スするわけではなく，自宅や高校の固定PCからアクセスして
いる生徒も少なからず存在していることがわかる。
3.3　月別解析
　図３に学科サイト閲覧者の月別解析結果を示す。前述の通り，
2015年２月に第１回の学科サイトリニューアルを行っており，
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月途中であることから2015年３月からの表示としている。2015
年３月の閲覧者数が約70件ほどであることより，学科サイトリ
ニューアル前とほぼ同様の少ない閲覧者数であったことが予想
できる。
　2015年５月には第２回学科サイトリニューアルを行っている
が，この月は前月と比べ1.6倍の閲覧者数を得たが，この改修
はデザイン変更のみであるため，閲覧者数増とは直接の関係は
ないものと思われる。
　また，３月から７月までで同月前年対比の割合が一番大き
かったのは，３月で約5.2倍となっており平均でも3.6倍となっ
た。2016年２月と４月に閲覧者数が減少しているが，高校生生
徒が時期的に大学選びをしない時期であると考えられる。同年
５月も閲覧者数が減少しているが，ゴールデンウィークの長期
連休が影響しているとものと考えられる。
3.4　曜日別解析
　図４に2015年２月25日（水）から2016年８月２日（火）まで
の学科サイト閲覧者の曜日別解析結果を示す。一番多いのは水
曜日の16.3％で，次いで火曜日の16.2％，金曜日の15.5％，月
曜日と木曜日の15.1％，土曜日の11.9％，日曜日の10.0％であり，
平日の方が週末より閲覧者が多いことがわかる。これは，平日
に大学における公開情報を入手するなど情報収集の時間を設け，
週末にオープンキャンパスや進学相談会に参加するなど具体的
な行動を取るという生徒が多くいるのではないかと考えられる。
3.5　時間帯別解析
　図５に学科サイト閲覧者の時間帯別解析結果を示す。一番
多い時間帯は15時から17時台の18.2％で，21時から23時台の
17.3％，12時から14時台の15.3％，18時から20時台の14.7％，９
時から11時台の13.1％，０時から２時台の10.6％，６時から８
時台の8.2％，３時から５時台の2.5％であった。また，図６に
機種・時間帯別解析結果を示す。これらの結果より，９時から
17時台のWindowsの閲覧者が多いことから高校内からのアク
セスが多いことがわかる。日曜日などの休日における自宅から
のアクセスも考慮できるが，日曜日の各時間帯別のWindows
の割合を調べると，９から11時台は3.8％，12～14時台は5.7％，
15から17時台は5.0％となっており，平日の昼間帯のWindows
によるアクセスが大きな割合を占めていることがいえる。18時
から翌朝８時台までは，iPhoneなどの移動型携帯端末のアクセ
スの割合が多くなっており，プライベートでのアクセスである
ことがわかる。
3.6　オープンキャンパスと日別解析
　図７は，日別の学科サイト閲覧者数と2016年度に開催された
オープンキャンパス開催日（図内では「OC」の位置）を示し
ている。これらより，オープンキャンパス開催日の直近２～５
日に閲覧者数のピークを迎えていることがわかる（図内丸印）。
これは，オープンキャンパスに参加を希望している生徒が，当
日のプログラム内容の最終確認をしているものと考えられる。
　また，表２は2016年度オープンキャンパスの学科コーナーに
おける高校生来場者数である。３月21日のオープンキャンパス
においては，前年の来場者数を大きく下回ってしまった。この
時には，学科サイトでオープンキャンパス開催の告知は行って
いたが，当日のプログラムや宣伝用のチラシなどを告知してい
なかったことを反省事項として，４月29日からのオープンキャ
ンパスからは前回のオープンキャンパス終了後３日以内に次回
の開催案内を行い，宣伝用のチラシも出来次第，アップデート
を実行した。2016年度における７月31日までのオープンキャン
パスへの来場者数は合計で前年対比の１割ほど増加しているこ
とにより，多少でも学科サイトの影響によるものと考えられる。
　５月29日については，競合校でのオープンキャンパス開催と
重なったこともあり，前年とほぼ同等の来場者数であった。こ
こで図７より，５月29日の直前における学科サイト閲覧者数も
他の開催日に比べてピークがあまり大きくない。これにより，
オープンキャンパス来場者数の予測は現在のところ前年の来場
者数から予測する方法が主流であるが，開催日直前の学科サイ
ト閲覧者数から推測する方法も有効であると推察される。
3.7　ロボット検索解析
　Yahooなどの検索エンジンにはCrawler（クローラ）やBot
（ボット）と呼ばれるウェブ上の文書や画像を自動的にデータ
ベース化するプログラムが動いている。このクローラによって
学科サイトがクロールされなければ，検索エンジンにも表示さ
れない。
　Googleとbingのクローラが到来し始めたのが2015年５月であ
るが，これは図３より閲覧者数が増加し始めた時期と重なる。
これより，閲覧者数は検索エンジンのヒット率の上昇が寄与し
ていると考えられる。
４．まとめ
　前章より，閲覧者の機種は移動携帯端末が約６割である，２
月や４月など学科サイト閲覧が少し減少して高校生の大学選び
が一休みする月も存在する，オープンキャンパス開催日の直近
２～５日の間にピークが存在し，著しいピークが存在しない場
合には来場する高校生の人数が減少する傾向があること，など
がアクセスログの解析で判明した。
　また，今回の学科サイトリニューアルを行い，更新期間を短
くしたことにより検索エンジンでのヒット率を上昇させ，月別
前年対比が最大で約5.2倍に閲覧者数が増加する結果が得られ
た。
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　実際に検索エンジントップシェアを誇るYahoo Japan，
Google，Bingで「聖徳」「児童」のキーワードで検索を行うと
リニューアル前は上位20番目以内には入っていなかったが2016
年８月現在では上位５番目以内に入っている。
５．今後の課題
　アクセスログにはＩＰアドレスやドメイン名を取得している
ため，複数の同じＩＰアドレスやドメインからアクセスしてい
る閲覧者も多く見受けられるのでリピーターの可能性も否定で
きないが，特定するには至っていない。そのため，アクセスロ
グ以外にキャッシュの取得など全閲覧者に対してのリピーター
率を調査できる方法を検討していきたい。
　また，閲覧者数が増加したといっても，まだ１日あたりの
平均が十数件であるので，World Wide Web Consortium （W
３C）が提供しているWeb Content Accessibility Guideline 2.0
（WCGC2.0）をガイドラインとしたアクセスビリティやユーザ
ビリティの向上などを検討して導入することでさらに閲覧者数
を増やすためにさらなる努力を続けていきたい。
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意味
① 1921 通し番号
② 2016/01/11(Mon)
21:44:38
サーバーがクライアン
トからのリクエストを
受け取った日時（アク
セス日時）
③
Mozilla/5.0
(Windows NT 6.1;
WOW64;
Trident/7.0; rv:11.0)
訪問者が使っている
ブラウザなどのエー
ジェント情報
④ c3b04-247.net3-
tv.net 呼び出し元のドメイン
1921<>2016/01/11(Mon) 21:44:38<>Mozilla/5.0
(Windows NT 6.1; WOW64; Trident/7.0; rv:11.0)
like Gecko<>c3b04-247.net3-tv.net
アクセスログの例
アクセスログの項目例
昨年度
3月21日 160
4月29日 169
5月29日 120
6月19日 131
7月17日 209
7月31日 157
計 946
（注）7月17日は体験授業のみであったため
　　　午前の最初と午後の最初の授業での
　　　人数の合計の概数を仮の来場者とした
　　　（保護者など、のべの参加者は264人）
1061
150（注）
2016年度
100
248
121
146
296
表１　アクセスログの内容
図１　リニューアル前後のサイトマップ
表２　2016年度オープンキャンパス　学科コーナー
における高校生来場者数
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図２　機種別解析
図３　月別解析
図４　曜日別解析
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図５　時間帯別解析
図６　機種・時間帯別解析
Windows iPhone/iPad Android Macintosh etc.
0～2時台 15.6% 56.6% 22.3% 4.8% 0.7%
3～5時台 14.3% 35.3% 29.4% 10.1% 10.9%
6～8時台 22.1% 52.1% 20.4% 0.8% 4.5%
9～11時台 51.4% 29.0% 15.7% 3.2% 0.7%
12～14時台 53.6% 30.4% 11.9% 2.7% 1.4%
15～17時台 45.5% 38.4% 13.6% 2.4% 0.1%
18～20時台 28.0% 42.9% 26.9% 0.8% 1.4%
21～23時台 24.5% 46.1% 25.6% 3.7% 0.1%
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図７　オープンキャンパス開催日と日別解析
2016/ ３/13から2016/ ５/15（上）
2016/ ５/15から2016/ ７/ ３（中）
2016/ ６/26から2016/ ７/31（下）
